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水
郷
佐
原
へ

　

９
月
26
日
朝
、
横
浜
駅
の
集
合
場
所
に

集
ま
る
。
天
気
も
ま
あ
ま
あ
。
貸
切
バ
ス

で
水
郷
佐
原
へ
。

　

昼
頃
「
東
薫
酒
造
」
に
到
着
。
早
速
試

飲
し
、
日
本
酒
、
佃
煮
を
買
う
人
も
。
そ

の
後
街
並
み
を
散
歩
。
ま
る
で
江
戸
・
明

治
の
街
に
居
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ

る
。
忠
敬
茶
屋
で
山
芋
蕎
麦
を
食
べ
る
。

印
象
深
い
﹁
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
橋
﹂
に

　

伊
能
忠
敬
は
江
戸
後
期
幕
命
に
よ
り
全

国
で
日
本
初
の
実
測
図
「
大
日
本
沿
海
地

図
全
図
」
を
完
成
。
外
国
の
侵
入
に
備
え

る
た
め
と
の
説
も
あ
る
。

　

水
田
の
余
剰
水
を
流
し
た
と
い
う
、
橋

か
ら
水
が
流
れ
落
ち
る
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
橋

も
印
象
に
残
っ
た
。
ま
た
、
忠
敬
記
念
館

や
小
野
川
の
舟
巡
り
の
説
明
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
し
て
頂
い
た
。

広
大
な
社
殿

　

山
車
会
館
で
は
山
車
に
乗
る
大
型
の
人

形
を
見
学
後
、
下
総
国
一
の
宮
で
あ
る
香

取
神
宮
に
参
拝
。
広
大
な
社
殿
に
卑
小
な

る
我
を
感
じ
る
。
次
に
猿
田
神
社
に
向

か
っ
た
が
、
階
段
の
修
理
中
の
た
め
鳥
居

よ
り
先
に
行
く
こ
と
を
断
念
し
た
。

　

道
の
反
対
側
か
ら
牛
舎
の
臭
い
が
し
、

千
葉
県
は
有
数
の
酪
農
地
で
あ
る
こ
と
を

思
い
起
し
た
。
そ
の
後
銚
子
の
ホ
テ
ル
に

到
着
し
た
。

﹁
大
い
な
る
地
球
﹂
感
じ
る

　

翌
日
９
月
2７
日
は
ぐ
ず
つ
き
気
味
の
天

気
だ
っ
た
が
、
昨
日
た
っ
ぷ
り
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
元
気
一
杯
で
バ
ス

に
乗
り
込
み
、
犬
吠
埼
手
前
の
「
地
球
の

丸
く
見
え
る
丘
」
の
展
望
台
へ
。
雨
で
地

球
の
丸
さ
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
が
、「
大

い
な
る
地
球
」
を
感
じ
た
。
こ
の
第
３
惑

星
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

醤
油
の
製
造
工
程

　

次
に
銚
子
電
鉄
仲
ノ
町
駅
近
く
の
ヤ
マ

サ
醬
油
工
場
へ
。
製
造
工
程
を
見
学
し
諸

味
が
で
き
る
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
像
を
樽
の

模
型
で
体
験
し
た
。
最
後
に
醬
油
の
小
瓶

を
お
土
産
に
頂
い
た
。
こ
こ
の
醬
油
ソ
フ

てく・テクの会　千葉県北部方面バスツアー

下
総
遊
行
録

下
総
遊
行
録

白
井
保
次
郎

白
井
保
次
郎

佐原街歩き　ジャージャー橋で

【
２
面
に
続
く
】 伊能忠敬の像の前で

＊	お知らせ…こだま会は毎週火曜日、１０時～１6時に開所しています。第 ５火曜日は閉所しています。年末は１２月２８日から閉所。年始は１月７日から開所します。
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ト
ク
リ
ー
ム
は
絶
品
で
あ
る
。

住
井
す
ゑ
文
学
館
で

　

昼
食
を
道
の
駅
「
い
た
こ
」
で
と
っ
た

後
、
牛
久
市
に
あ
る
部
落
解
放
を
求
め
る

少
年
を
書
い
た
「
橋
の
な
い
川
」
や
「
夜

あ
け
朝
あ
け
」
な
ど
の
文
学
作
品
を
残
し

た
住
井
す
ゑ
の
文
学
館
や
河
童
の
碑
に
も

行
っ
た
が
河
童
に
は
会
え
な
か
っ
た
。
途

中
、
牛
久
大
仏
を
バ
ス
の
中
か
ら
見
、
そ

の
大
き
さ
に
驚
く
。

福
田
村
事
件
慰
霊
碑
に
祈
る

　

さ
て
、
バ
ス
は
最
終
見
学
地
、
野
田
市

の
円
福
寺
に
あ
る
福
田
村
事
件
慰
霊
碑
に

向
か
う
。
関
東
大
震
災
直
後
旧
福
田
村
を

訪
れ
た
行
商
1５
人
が
朝
鮮
人
と
疑
わ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
一
方
的
に
自

警
団
に
襲
わ
れ
、
子
供
を
含
む
９
人
が
殺

さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
慰
霊
碑
に
祈
り
一

路
横
浜
へ
帰
途
に
つ
い
た
。

よ
る
併
行
治
療
を
開
始
。
当
初
２
ヵ
月
、

以
降
は
毎
月
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
抗
が

ん
剤
治
療
を
継
続
。
鼠
径
部
（
そ
け
い
ぶ
）

に
設
け
た
専
用
注
入
口
か
ら
５
日
間
１
２

０
時
間
の
連
続
点
滴
は
辛
か
っ
た
が
、

ゼ
ッ
タ
イ
生
き
る
の
気
力
で
耐
え
た
。

治
療
開
始
か
ら
５
年
、
寛
解
段
階
に

　

治
療
開
始
か
ら
５
年
経
つ
が
、
幸
い
抗

が
ん
剤
が
私
の
体
質
に
合
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
現
在
は
寛
解
段
階
に
あ
り
、
主

治
医
の
先
生
始
め
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

で
今
の
私
が
あ
る
。

　

一
時
は
早
い
旅
立
ち
を
覚
悟
し
て
お
寺

か
ら
戒
名
を
貰
っ
た
り
親
戚
や
知
人
ら
へ

の
お
別
れ
行
脚
を
し
た
が
、
泉セ

ン
カ下
の
父
母

が
ま
だ
早
い
と
押
し
と
め
て
く
れ
た
の
か

も
。
そ
う
な
ら
今
が
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
す
契
機
か
も
し
れ
な
い
。

新
し
い
人
生
を
楽
し
む

　

１
時
間
の
朝
歩
き
と
自
己
流
の
ス
ク

ワ
ッ
ト
な
ど
で
衰
え
た
足
腰
に
ム
チ
打

ち
、
山
城
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。
先
日

訪
ね
た
安
土
城
も
難
な
く
天
守
ま
で
登
る

こ
と
が
で
き
た
。
何
年
か
続
け
て
い
る
川

柳
は
一
向
に
う
ま
く
な
ら
な
い
け
れ
ど
、

身
を
入
れ
て
頭
を
絞
ろ
う
。
大
好
き
な
旅

行
。
海
外
は
長
時
間
の
搭
乗
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
の
で
、
国
内
の
湯
め
ぐ
り
な

ど
で
我
慢
し
よ
う
、
と
思
い
を
巡
ら
せ
て

い
る
。

　

一
度
は
失
い
か
け
た
命
だ
か
ら
今
は
い

わ
ば
お
ま
け
の
人
生
、
ゆ
っ
く
り
マ
イ

ペ
ー
ス
で
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

昨
年
、
読
売
新
聞
の
気

流
欄
に
元
教
師
の
「
年
賀
状
続
け
た
い
」

と
あ
り
、「
当
時
担
当
し
て
い
た
生
徒
と

友
人
に
年
賀
状
を
書
い
て
い
た
。
そ
の
数

が
数
十
枚
と
多
く
、
３
日
間
は
書
く
こ
と

に
追
わ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
８３
才
の

女
性
は
「
年
賀
状
じ
ま
い
を
考
え
て
い
た

が
気
持
ち
が
変
わ
り
、
日
本
人
の
文
化
で

も
あ
る
年
初
め
の
ご
挨
拶
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
よ
う
と
思
っ
た
。
年
賀
状
を

出
す
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
友
人
か
ら
元

気
に
な
る
様
子
を
知
ら
さ
れ
る
と
嬉
し
く

思
う
」
と
の
事
で
し
た
。

　

私
も
こ
れ
ら
の
記
事
を
読
ん
で
、
も
う

年
だ
か
ら
年
賀
状
を
出
す
の
も
終
わ
り
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
描

く
絵
手
紙
の
年
賀
状
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
に
元
気
が
あ
た
え
ら
れ
る
な
ら
ば
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
か
ら
郵
便
料
金
も
上
が
り
ま

し
た
の
で
、
懐
は
痛
い
で
す
が
、
心
あ
た

た
ま
る
絵
手
紙
で
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
安

い
も
の
だ
と
思
っ
て
、
頑
張
っ
て
描
こ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（

奥
津
弘
久
）

癌
が
み
つ
か
る

　

２
０
１
８
年
夏
、
故
郷
信
州
に
リ
タ
ー

ン
し
た
翌
年
の
２
月
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

の
診
察
で
食
道
に
癌
が
み
つ
か
っ
た
。

　

精
密
検
査
の
結
果
が
、
最
悪
の
ス
テ
ー

ジ
Ⅳ
の
ｂ
で
、
手
術
は
無
理
と
の
判
断
に

目
の
前
は
真
っ
暗
。

辛
い
治
療
に
耐
え

　

早
速
入
院
し
て
放
射
線
と
抗
が
ん
剤
に

おまけの人生

ゆっくりと
河口　浚

年
を
と
っ
て
も

年
賀
状
は

書
い
て
出
そ
う

投 稿

【
１
面
よ
り
続
く
】

追悼文を読む
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私
は
、
令
和
２
年
度
で
、
県
農
業
公
社

を
退
職
し
た
。
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
第
一
波
で
、
外
出
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　

退
職
後
は
、
海
外
旅
行
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
が
、
出
鼻
を
挫
か
れ
た
。

　

昨
年
五
月
に
コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
り
、

友
人
（
少
年
時
代
を
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ

ア
で
過
ご
し
た
）
が
、
父
親
の
遺
言
で
、

ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
家
の
様
子
見
と
、
遺
灰

の
一
部
を
ア
ド
リ
ア
海
に
撒
き
に
行
く
と

い
う
の
で
、
同
行
す
る
こ
と
に
し
た

　

日
程
は
、
１
月
３0
日
か
ら
1３
日
間
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

さ
て
見
聞
録
と
し
て
は
、
ま
ず
「
ト
イ

レ
」。
私
は
、
前
立
腺
肥
大
症
で
ト
イ
レ

が
近
い
！
ま
し
て
冬
。
ロ
ン
ド
ン
、
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
共
に
東
京
同
様
寒
い
。
街
中
、
公

園
、
駅
に
ト
イ
レ
が
無
い
!!
駅
に
あ
っ
て

も
有
料
の
こ
と
も
。
な
の
で
、
飲
食
店
で

の
ト
イ
レ
利
用
は
必
須
で
あ
る
。
旅
前
に

覚
え
た
イ
タ
リ
ア
語
は「
ド
ヴ
ェ
・
イ
ル
・

バ
ー
ニ
ョ
？（
ト
イ
レ
は
ど
こ
で
す
か
）」。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
の
便
器
も
冷
た
く
て
ウ

オ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
無
い
簡
素
な
物
。

　

次
に
「
駅
時
刻
案
内
や
カ
フ
ェ
の
メ

ニ
ュ
ー
表
示
」。
文
字
が
と
に
か
く
小
さ

く
て
見
え
な
い
！
発
車
案
内
表
示
器
の
文

字
は
基
本
、白
か
オ
レ
ン
ジ
一
色
。日
本
で

は
、カ
ラ
フ
ル
で
文
字
も
大
き
く
見
易
い
。

カ
フ
ェ
レ
ジ
上
の
メ
ニ
ュ
ー
も
小
さ
く
て

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で
拡
大
し
て
見
た
り
⋮

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

そ
れ
か
ら
「
治
安
」。
ロ
ン
ド
ン
地
下

鉄
車
内
に
は
、
物
売
や
怪
し
い
寄
付
を
募

る
者
が
徘
徊
。

　

ロ
ン
ド
ン
は
３0
年
前
に
比
べ
人
種
の
る

つ
ぼ
。
黒
人
、
イ
ス
ラ
ム
、
ア
ラ
ブ
、
イ

ン
ド
、中
国
人
⋮
日
本
人
は
少
な
い
印
象
。

観
光
客
が
ち
ら
ほ
ら
。

　

そ
し
て
「
物
価
」。
円
安
を
割
引
い
て

も
高
い
！
特
に
食
料
品
。
給
料
も
高
い
の

か
⋮
例
え
ば
、
（英）
ス
タ
ン
ド
カ
フ
ェ
で
の

コ
ー
ヒ
ー
７
０
０
円
～
。
（伊）
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ス
パ
ゲ
テ
ィ
２
４
０
０
円
。
炭
酸
水
４

０
０
円
。
マ
ッ
ク
バ
ー
ガ
ー
が
日
本
の
約

２
倍
。
（英）
ビ
ク
ト
リ
ア
駅
売
店
の
巻
寿
司

１
０
０
０
円
が
安
く
感
じ
た
。

　

最
後
に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
社
会
」。

ほ
と
ん
ど
の
店
で
少
額
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

払
い
が
普
通
。
現
金
不
可
の
所
も
。交
通

機
関
（
鉄
道
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
）も
タ
ッ

チ
で
OK
の
場
合
も
（
私
の
カ
ー
ド
は
日
本

で
は
タ
ッ
チ
決
済
非
対
応
な
の
に
不
思

議
）。
逆
に
言
え
ば
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
と
生
活
不
便
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

2８
年
前
の
中
国
以
来
の
海
外
旅
行
。
こ

れ
で
タ
ガ
が
外
れ
た
の
か
、
６
月
に
は
台

湾
に
初
め
て
行
っ
た
。
ま
た
行
き
た
い
と

思
う
。

　

も
う
若
い
頃
の
繊
細
な
感
受
性
は
無
い

が
、
広
く
見
聞
を
深
め
た
い
。
世
界
平
和

は
、
他
文
化
の
理
解
か
ら
！

　

長
寿
社
会
で
も
意
外
と
健
康
寿
命
は
短

い
。

　
「
少
年
易
老
学
難
成
」。「
健
体
康
心
」「
晴

耕
雨
読
」
⋮
老
い
る
シ
ョ
ッ
ク
と
コ
ロ
ナ

（
ワ
ク
チ
ン
は
射
た
な
い
）
と
の
闘
い
は

続
く
⋮

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

８
月
1５
日
以
降
、
事
務
局
に
連
絡
を
い

た
だ
い
た
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
方
々
で

す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

上
野　

博
之　

様
（
１
９
５
３
年
生
れ
）

蜂
谷　

吉
光　

様
（
１
９
２
９
年
生
れ
）

森
口　

祥
子　

様
（
１
９
４
０
年
生
れ
）

矢
沢　

昭
二　

様
（
１
９
２
７
年
生
れ
）

霜
田　

国
樹　

様
（
１
９
３
６
年
生
れ
）

小
瀬
村
泰
通　

様
（
１
９
３
１
年
生
れ
）

投 稿

28
年
ぶ
り
の
海
外
旅
行
・

　
　
　
　
日
本
を
再
認
識

濱
田
　
公
明

　日本史を学ぶ時、何から
読んだらいいんだろうと思
ったら、まずこの本である。
そもそも教養課程のテキス
トをという目的で「岩波テ
キストブックスα」の１冊
として書かれたもの（2014
年）なのだ。そのめざすと
ころは「…巷にあふれてい
る粗悪な歴史像と良質な歴
史像を理性的に弁別するこ
とのできる『賢い消費者』
を育てることにある…」と
著者は語っている。消費者
とは教養課程で日本史を学
ぶような人のことだ。

　「日本通史」の体裁をと
っているが、「古代道路」、
「鉄火裁判」等なじみの薄
い事柄を主題にして、それ
を素材に、過去を推察する
力と現代を見つめなおす力
を身につけてほしいという
のが著者の考えである。
　2022年、岩波現代文庫に
収録されるとき、「縄文時
代は『日本史』なのか」と
「『基地の島』の現実を知り、
平和の内実を考える」の２
講が加えられた。ますます
著者の考え方に引き込まれ
る。そして何より面白い。

（大塚敏高）

おすすめの１冊

現
い ま

代を生きる日本史
（岩波現代文庫：2022年）

須田努　清水克行著
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こ
だ
ま
俳
壇
（
八
月
句
会
）

こ
だ
ま
俳
壇
（
八
月
句
会
）

台
風
裡
「
橋
の
な
い
川
」
読
ん
で
い
る

友
井
　
眞
言

間
違
え
て
曲
が
り
し
路
地
に
青
蜜
柑

松
尾
佐
知
子

地
下
鉄
の
車
輌
押
し
来
る
涼
気
か
な

田
中
　
一
男

振
り
向
け
ば
風
や
わ
ら
か
に
吾
亦
紅

角
田
　
英
昭

初
あ
ら
し
葉
裏
を
見
せ
て
木
々
揺
れ
る

大
塚
　
敏
高

秋
祭
り
ど
っ
こ
い
ど
っ
こ
い
練
り
歩
く

瀧
澤
　
正
行

蓮
の
葉
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
て
初
嵐

柳
瀬
　
節
子

土
砂
崩
れ
苺
ハ
ウ
ス
が
流
れ
い
く

中
村
　
桂
子

終
戦
の
あ
の
日
の
空
は
青
か
っ
た

白
井
保
次
郎

秋
風
に
ふ
と
感
じ
入
る
寂
し
さ
や

小
室
　
豊
子

梅
の
実
の
ジ
ャ
ム
作
る
日
は
慰
霊
の
日

後
藤
　
貞
夫

台
風
の
進
路
の
逸
れ
て
酒
を
酌
む

島
田
多
嘉
子

炎
天
下
ズ
リ
ズ
ル
登
る
鳴
沙
山常

世
田
芳
子

バ
ス
降
り
て
ま
と
い
つ
き
た
る
虫
時
雨

並
木
ま
り
子

竹
林
を
波
濤
と
な
し
て
台
風
来中

野
み
ど
り

多
摩
湖
畔
萩
揺
れ
て
建
つ
取
水
塔

高
橋
　
和
江

一
筋
の
水
澄
ん
で
く
る
秋
出
水

講
師
　
太
田
土
男
先
生

トンネル状の壕

説明を聞く

慶應義塾大学日吉キャンパスの前で

建
設
さ
れ
た
軍
事
用
の
巨
大
地
下
壕
で

す
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９

４
４
年
３
月
、
指
令
用
の
艦
さ
え
維
持
で

き
な
く
な
っ
た
海
軍
が
地
上
に
上
が
っ
て

校
舎
に
入
り
、８
月
に
地
下
壕
建
設
開
始
、

11
月
か
ら
完
成
し
た
順
に
司
令
部
や
通
信

隊
な
ど
が
入
り
ま
し
た
。
戦
後
は
米
軍
に

接
収
さ
れ
１
９
４
９
年
に
返
還
さ
れ
ま
し

た
。

ト
ン
ネ
ル
状
の
壕

　

地
下
壕
は
四
か
所
で
総
延
長
５
㎞
、
連

合
艦
隊
司
令
部
の
壕
の
み
見
学
で
き
ま
す
。

印
象
深
い
通
信
室

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
通
信
室
で
、

こ
こ
で
ガ
イ
ド
さ
ん
が
特
攻
隊
の
最
期
の

通
信
の
録
音
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ツ
ー
ト
ン
ト
ン
・・
」
の
後
「
ツ
ー
ー
ー
」

と
長
目
の
信
号
音
が
流
れ
、
突
然
途
絶
え

ま
す
。
こ
の
場
所
で
、
戦
艦
大
和
が
沈
め

ら
れ
る
様
子
や
日
々
消
え
て
い
く
特
攻
隊

の
通
信
音
を
受
信
し
て
い
た
の
で
す
。

地
下
壕
の
保
存
と

戦
争
を
伝
え
続
け
る
重
要
さ

　

今
回
の
見
学
で
、
戦
争
の
最
終
盤
に
絶

望
的
な
戦
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
戦
争
の

終
結
で
は
な
く
、
特
攻
、
本
土
決
戦
な
ど

の
作
戦
を
立
て
、
司
令
を
出
し
、
想
像
を

絶
す
る
死
者
や
被
害
を
生
み
出
し
た
司
令

部
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
痕
跡
を
生
々
し
く
残
す
日
吉
台
地

下
壕
を
保
存
し
、
戦
争
を
伝
え
続
け
て
い

く
こ
と
の
重
要
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

日
吉
台
地
下
壕

　

強
い
陽
射
し
の
照
り
付
け
る

７
月
2７
日
、「
日
吉
台
地
下
壕

保
存
の
会
」
が
主
催
す
る
「
日

吉
の
戦
争
遺
跡
見
学
会
」に「
県

職
員
九
条
の
会
」
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

軍
事
用
の
巨
大
地
下
壕

　

日
吉
台
地
下
壕
は
、
１
９
３

４
年
に
開
校
し
た
慶
応
義
塾
大

学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
に

ア
ー
チ
型
の
扉
を
入
り
、

懐
中
電
灯
で
足
元
を
照
ら

し
な
が
ら
地
下
水
で
濡
れ

た
急
坂
を
下
り
ま
す
。
地

下
３0
ｍ
に
あ
る
長
く
入
り

組
ん
だ
ト
ン
ネ
ル
状
の
壕

の
中
は
、
気
温
20
度
、
外

の
猛
暑
が
嘘
の
よ
う
で
す
。

神奈川県職員九条の会　フィールドワーク

「日吉の戦争遺跡見学会」
森　由紀
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２０２３年度　神奈川卓球協議会第２回理事会２０２３．１０．１５（親
善卓球大会の後の集合写真）後列右から３番目が力石さん

経過報告する植木眞理子さん

退
職
後
、卓
球
を
始
め
る

　

定
年
退
職
後
５
年
働

き
、6５
歳
で
勤
務
終
了
。

こ
れ
か
ら
は
健
康
の
た

め
の
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
若
い
こ
ろ
職

員
大
会
な
ど
で
楽
し
ん

だ
卓
球
を
始
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
卓
球
は

ラ
ケ
ッ
ト
一
つ
で
雨
の

日
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　

現
在
住
ん
で
い
る
秦

野
市
は
、
全
て
の
公
民

館
で
卓
球
が
で
き
ま

す
。
練
習
す
る
者
に
と
っ
て
非
常
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
私
は
先
ず
、
初
心
者
の
教

室
に
通
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
募
集
し
て

い
た
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
次
第
に
上
級
の
ク

ラ
ブ
へ
移
行
し
、
仲
間
が
出
場
す
る
大
会

へ
も
進
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。

理
事
と
し
て

　

現
在
は
、
秦
野
市
の
大
会
、
近
隣
の
市

町
の
大
会
、
神
奈
川
卓
球
協
議
会
主
催
の

Ｋ
２
リ
ー
グ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
神
奈
川
卓
球
協
議
会
の
大
会
へ
参
加

す
る
ク
ラ
ブ
の
中
で
比
較
的
所
帯
の
大
き

い
ク
ラ
ブ
か
ら
役
員
（
理
事
）
の
供
出
を

求
め
ら
れ
、
８
年
前
か
ら
役
員
と
し
て
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
割
多
く

　

神
奈
川
卓
球
協
議
会
は
、
全
国
組
織
の

団
体
で
、
１
９
９
７
年
に
創
設
し
20
数
年

の
歴
史
を
刻
ん
で
お
り
、
２
３
０
０
人
が

加
盟
登
録
し
、
毎
月
各
種
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

自
分
の
役
割
は
大
会
の
主
催
者
と
し
て

受
付
か
ら
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
当

日
の
運
営
な
ど
。
ま
た
、
総
務
担
当
と
し

て
加
盟
登
録
の
受
付
、
名
簿
作
成
、
Ｈ
Ｐ

へ
の
質
問
の
回
答
な
ど
。

卓
球
が
で
き
ず

　

毎
日
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
年
間
を
通
じ
て
休
む
暇
が
な

い
ほ
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に
趣
味
の
卓
球

が
で
き
な
い
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
の
ん
び
り
卓
球
が
で

き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

忙しい毎日、
卓球がしたい！

力石　哲二

全国自治体退職者会連絡会
第２７回定期総会に出席

中嶋ひとみ
　８月24日、つくば国際会議場で全国自治体
退職者会連絡会第2７回定期総会が開催されま
した。司会は愛知の塚本道夫副会長、議長に
当会の小島八重子さんが選出されて始まりま
した。
　長澤政治会長からは「今年８6歳になるが選
出された以上はしっかりと役割を果たしてい
きたい」との挨拶があり、自治労連本部、馬
目副執行委員長からは、住民のための公共を
取り戻せるようにとの挨拶がありました。
　参加者は東京はじめ京都、岩手、愛知など
から1９人が参集し、当会からも４人が参加し
ました。
　会場からは、「こんなに参加者が少ないと
は思っていなかった。取り組みに対する意気
込みが薄い」「会計も会計監査も複数にする
べきだ」「京都府知事選挙では惜敗はしたが
大きなつながりを作ることができた。地下水
問題や地盤陥没など北陸新幹線への反対運動
が起きている。地域での運動で頑張っていき
たい」「岩手で農業もやっている。農林課に
いた時には機械化の提案もしたが、田はどん
どん減り、米を作れば赤字になる。副業をし
なければ食べていけない。それが日本の食を
守っている現状だ」「名古屋の退職者会は来
年５５周年を迎えるが大洲演芸場で総会を開き、
総会後家族ともども演芸を楽しんでもらうな
どの工夫を凝らして会員拡大につなげたい」
などの発言がありました。
　当会の松尾悦行さんは、神奈川の県立障碍
者施設の現状と福祉政策の在り方について発
言しました。発言を受けて長澤会長からは、
「皆さんの思いが満たされるように活動して
いきたい。来年は北九州に100人集まる気持
ちで頑張りましょう」と締めくくりの答弁が
あり終了しました。

会員
紹介

−61−
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夜
灯
な
ど
を
見
て
昔
の
姿
を
想
像
す
る
。

何
と
も
心
穏
や
か
に
な
る
時
間
で
す
。

通
っ
て
は
歩
き
、
泊
っ
て
は
歩
き

　

早
朝
に
出
か
け
て
歩
い
て
帰
宅
。
次
は

前
回
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
す
が
、
横

浜
か
ら
離
れ
る
に
連
れ
て
宿
泊
も
。
今
日

は
こ
こ
ま
で
と
い
う
と
こ
ろ
で
宿
探
し
。

野
宿
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
奇
跡
で
す
。

　

５３
の
宿
場
と
宿
場
を
つ
な
ぐ

道
は
、
出
会
い
や
発
見
が
い
っ

ぱ
い
。
馬
が
可
哀
そ
う
な
ほ
ど

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
箱
根
の
石
畳
。

雷
雨
の
下
で
出
会
っ
た
異
国
の

青
年
。
目
を
奪
わ
れ
た
茶
畑
。

歩
い
て
も
、
歩
い
て
も
続
く
静

岡
県
。
険
し
い
と
心
し
て
い
た

の
に
拍
子
抜
け
し
た
鈴
鹿
峠
。

書
き
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り

　

旧
東
海
道
は
４
年
か
け
て
制

覇
。
ゴ
ー
ル
の
京
都
三
条
大
橋

に
着
い
た
時
は
感
激
よ
り
も
寂
し
さ
が
。

そ
こ
で
２
０
１
８
年
か
ら
中
山
道
を
歩
き

始
め
ま
し
た
が
、
長
野
の
碓
氷
峠
で
熊
に

遭
遇
し
、
命
か
ら
が
ら
佐
久
平
ま
で
辿
り

着
い
た
と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
で
中
断
。
今
年

の
春
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
体
力
と
相
談
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
街
道
歩
き
を
堪
能

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
10
日
、
港
南
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

た
集
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
で

気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
年
金
積
立
金
が

２
４
６
兆
円
あ
る
の
に
何
故
に
生
か
さ
れ

て
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
春
に
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド
で
0.５
％
も

年
金
が
減
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
年
金

の
積
立
金
を
活
用
す
れ
ば
、
た
っ
た
２
０

０
０
億
円
で
（
こ
の
程
度
で
）
年
金
が
減

額
さ
れ
ず
に
済
む
こ
と
が
で
き
る
と
気
づ

き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
年
金
積
立
金
の
民

主
的
な
管
理
と
運
用
が
で
き
る
よ
う
、
こ

の
仕
組
み
に
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
を
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
等
で
は
高
齢
者
、
若

者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
安
心
の
年
金
を
求

め
デ
モ
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
日
本

で
も
、
日
本
流
の
方
法
で
行
動
し
た
ほ
う

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
集
会
で
講
談
師

の
田
辺
鶴
英
さ
ん
の
「
人
生
講
談
」
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
人
の
実
体
験
を
内

容
に
語
ら
れ
ま
し
た
が
、楽
し
く
も
あ
り
、

切
実
な
内
容
で
も
あ
っ
て
、
Ｔ
Ｖ
か
ラ
ジ

オ
で
聴
く
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
聴
い
て
く

だ
さ
い
。

　

自
分
事
で
す
が
、
母
が
60
代
前
半
で
亡

く
な
り
、
そ
の
後
は
父
と
の
生
活
で
し
た

が
、
そ
の
父
も
８８
歳
で
自
宅
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
を
思
い
出
し
、
こ
の
集

会
の
内
容
と
併
せ
こ
れ
か
ら
の
社
会
福

祉
、
生
活
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
少

子
化
問
題
等
と
併
せ
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
は
ほ
ど
な
く
８0
才
に
手
が
届
き
ま

す
。
心
配
だ
け
で
は
何
も
進
ま
な
い
と
悩

む
今
日
こ
の
頃
で
す
。
多
く
の
国
民
が
参

加
で
き
る
運
動
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
ま

す
。

輝
け
！
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど
い

輝
け
！
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど
い

ｉｎ
港
南
に
参
加
し
て

後
藤
貞
夫

第１６回

き
っ
か
け

　
“
街
道
歩
き
”
と
聞
い
て
、
イ
メ
ー
ジ

す
る
の
は
何
で
す
か
？
司
馬
遼
太
郎
？
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
街
並
み
？
参
勤
交
代
？

　

私
は
、
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
、
夫
が
一
人
で
日
本
橋
か
ら
戸
塚
を
繰

り
返
し
歩
い
て
い
る
の
で
、
付
き
合
っ
て

あ
げ
た
ら
先
に
進
む
の
か
な
？
と
思
っ
て

始
め
た
の
が
、
私
の
街
道
歩
き
で
し
た
。

心
が
と
と
の
う

　

と
言
い
つ
つ
、
20
～
３0
㎞
を
い
き
な
り

歩
く
の
で
す
か
ら
膝
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
帰

宅
は
大
変
。
で
も
歩
く
こ
と
に
集
中
し
て

い
る
と
“
心
が
と
と
の
う
”
感
じ
で
、
と

て
も
良
い
の
で
す
。

　

観
光
名
所
や
名
物
に
は
一
切
目
も
く
れ

ず
、
ひ
た
す
ら
歩
く
。
そ
し
て
一
里
塚
や

宿
場
町
の
本
陣
や
脇
本
陣
、
高
札
場
、
常

街道をゆく
渡辺恵理子

東海道　舞阪宿の松並木

投 稿
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❖
秦
野
市
の
市
民
活
動
、
千
木
良
診
療
所

の
統
廃
合
な
ど
、
住
民
無
視
・
不
在
の
施

策
「
あ
ま
り
に
も
」
と
思
い
ま
す
。
両
地

域
と
も
か
っ
て
勤
務
し
た
場
所
で
あ
り
特

に
身
近
な
問
題
に
感
じ
ま
し
た
。
奥
津
さ

ん
、
宮
澤
さ
ん
の
絵
手
紙
に
い
つ
も
癒
さ

れ
ま
す
。
今
号
で
は
加
藤
さ
ん
の
フ
ォ
ト

俳
句
に
も
。	
石
田
啓
子
（
横
浜
）

❖
皆
様
の「
短
い
お
手
紙
」を
す
べ
て
ゆ
っ

く
り
と
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
１
日
５
分
、

10
分
で
も
歩
い
て
い
ま
す
と
足

の
痛
み
が
消
え
て
い
く
気
が
し

ま
す
。
頭
の
体
操
は
何
と
い
っ

て
も
「
こ
だ
ま
会
」
の
パ
ズ
ル

で
す
。い
ろ
ん
な
こ
と
に「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
し
ま
す
。
８1
才
に
な

り
ま
す
。藤

原
慎
一
（
相
模
原
）

❖
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
頭

を
柔
ら
か
く
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
台
風
10
号
の
爪
痕

が
ひ
ど
く
全
国
的
に
い
や
な
８
月
か
ら
９

月
と
な
り
ま
し
た
。
段
々
体
が
き
か
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
が
ん
ば
っ
て
一
日

一
日
大
事
に
過
ご
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。	

桧
山
芳
恵
（
大
磯
町
）

❖
せ
い
か
つ
短
信
、
お
世
話
に
な
っ
た
先

輩
方
の
変
わ
ら
ぬ
熱
量
を
感
じ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
ね
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
：
カ
エ
ル
パ
パ

❖
総
会
報
告
、
一
夜
城
の
記
事
、
せ
い
か

つ
短
信
、
友
人
の
久
保
寺
公
正
さ
ん
の
地

域
運
動
な
ど
を
読
み
、
最
後
に
パ
ズ
ル
が

あ
っ
た
の
で
久
し
ぶ
り
に
応
募
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
千
葉
県
北
部
方
面
バ
ス
ツ

ア
ー
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

友
井
眞
言
（
町
田
）

❖
総
会
参
加
の
み
な
さ
ま
の
お
元
気
な
様

子
や
「
せ
い
か
つ
短
信
」
は
励
み
に
な
り

ま
す
。
来
年
は
、
私
も
「
長
寿
」
に
該
当

い
た
し
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

杉
本
正
さ
ん
の
ご
訃
報
に
は
、

び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
若
い
し
こ
れ
か
ら
の
活

躍
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
に
、

ま
こ
と
に
残
念
で
惜
し
い
こ
と

で
す
。「
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー
」

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

高
木
み
ど
り
（
横
浜
）

❖
自
民
党
の
総
裁
選
挙
に
９
名

が
立
候
補
し
た
。
し
か
し
お
互
い
に
政
策

論
争
ら
し
き
発
言
は
な
か
っ
た
。
ま
る
で

自
民
党
の
広
報
活
動
を
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。
桜
を
見
る
会
、統
一
教
会
、パ
ー

テ
ィ
ー
券
裏
金
な
ど
の
問
題
に
言
及
し
た

候
補
は
皆
無
で
、
党
の
改
革
、
刷
新
が
必

要
だ
と
ぼ
か
す
。
倫
理
観
の
欠
如
し
た
集

団
が
そ
ん
な
に
簡
単
に
再
生
で
き
る
と
は

思
え
な
い
。
憲
法
を
改
正
す
る
こ
と
を
明

確
に
発
言
し
た
候
補
が
い
た
が
、
不
安
を

覚
え
た
。	

佐
藤
榮
一
（
富
士
宮
）

　
た
て
の
カ
ギ	

１　

一
年
の
最
終
日	

２　

元
日
に
飲
む	

３　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島	

４　

願
い
を
込
め
た
り
、
叶
っ
た
お
礼

に
納
め
る

６　

北
海
道
に
あ
る
湿
原	

８　

○
○
○
○
に
水	

９　
「
へ
っ
つ
い
」
と
も
言
う	

11　

メ
ン
！　

○
○
！	

よ
こ
の
カ
ギ

１　

刺
身
の
つ
ま
と
し
て
も
使
う

４　

例
え
ば
伊
藤
若
冲
の
よ
う
な
人

５　

今
年
は
３
回
あ
る

７　

お
い
し
い　

調
味
料
の
ひ
と
つ

９　

○
○
○
○
式
扇
風
機

10　

正
月
に
家
の
入
口
に
立
て
る

12　

○
○
の
大
木

1３　

料
理
の
基
本

◇応募要領◇
①ヒント：２重枠に入った文字をＡか
らＥの順に並べてできることばは？
②回答送付先：〒2３1―８５８８	横浜市中
区日本大通１　県庁舎地下1階神奈
川県職労連退職者こだま会パズル係
③郵便葉書に答、住所、郵便番号、
氏名を記入し、12月1５日までに上
記②へお送りください。メールも可。
④賞品：正解者から抽選で５人の方
にクオカード進呈します。
⑤発表：次号（２月1５日号）

クロスワードパズルで頭の体操

●当選おめでとう●
　抽選で５人の方にクオカード
を進呈します。カードの発送を
持って発表にかえさせていただ
きます。

前
回
の
答
「
チ
ヤ
レ
ン
ジ
」

回答はＥメールでもＯＫ　kaiho@kodamakai.sakura.ne.jp　こだま会報パズル係
FAXでもＯＫ　０４５（２１２）３１７８　こだま会報パズル係

　係から：回答はがきの余白に、本紙についての
感想や要望、身近かな話題などひとことを。「会員
の広場」欄などに掲載させていただく場合があり
ます。匿名の場合は「匿名希望」とご記入ください。

１
A
２ ３ ４

C
５

B
６

７ ８

９

10 11
E

12 13
D

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ答

キ ツ ク バ ツ ク
ン 　 ジ チ タ イ
モ グ ラ 　 カ ナ
ク レ 　 チ ズ
セ ー フ 　 ラ マ
イ ド ミ ズ 　 ヤ
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●１９日国会行動（毎月）
と　き：１２月１９日（木）　１８時３０分～
	 １月１９日（日）　１４時００分～
	 ２月１９日（水）　１８時３０分～
集　合：１７時３０分　JR新橋駅SL広場
	 （１月は１３時）

人間ドック
ご利用について

　２０１９年から、当会の人間ドックの提携病院とし
てご協力いただきましたＪＡ神奈川県厚生連保健
福祉センター（ＪＡ健康管理センターあつぎ及び
ＪＡ健康管理センターさがみはら）は、提携終了
となりました。なお、かながわクリニック、京浜
健診クリニック、けいゆう病院健診センターの３
医療機関は、引き続きご利用できま
すので、団体割引料金での人間ドッ
クの健診を是非ご利用ください。お
申込みの際には、こだま会会員であ
る旨、お申し出ください。
　（詳細は別紙チラシ参照）

絵手紙

奥津弘久さんの作品

渡辺恵理子さんの作品

お知らせお知らせ

一緒にやりましょう！
『こだま会報』づくり

会報編集委員を募集します
　『退職者こだま会報』を毎号読んでいただきあ
りがとうございます。楽しい誌面をつくろうと編
集委員一同頑張っているところです。この楽しさ
を是非共有していただきたいと考え、編集委員を
募集いたします。
　編集委員の仕事は、企画を
たて、原稿を依頼して、集まっ
た原稿をチェックし、印刷屋さんから上がってき
たものを校正するという順番に進みます。編集委
員は、１号あたり３回ほどみんなで集まり完成に
向けて作業を行います。完成したときの充実感は
なかなかのものです。
　一緒にやりましょう！『こだま会報』づくり。
こだま会事務局へご連絡ください。

高橋和江さんの作品


